
 

 

 

港区立御成門学園御成門中学校 

☆９年生としての第１歩 
９年生になり、全体的に落ち着いた行動をとることができています。日々の学校生活を大切に過ごそ

うとした意志を見ることができ、とても頼もしく感じています。 

９年生になって初めての学活で作文を書きました。９年生になったそれぞれの生徒の思いを感じてい

ただければと思います。 
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「９年生になって」                                    ９年１組 

私が９年生になって１番初めに感じたことは、この２年間は想像していたよりも早かったということで

す。小学校と比べて学校に行く期間が半分なので、思い出もそれほどできないと思っていました。しか

し、私の想像していた学校生活とはまったく違っていて、この２年間はとても濃いものでした。 

今までのように残りの１年間を過ごせば、中学校生活はただの思い出として残ってしまうので、私は

意味のある３年間だったと自信をもって言えるようになりたいと考えています。だから今までの自分を振

り返って、これからの目標を立てていこうと思っています。 

まず初めに、私がこの２年間で学んできたことを考えて、１番に思いついたことが、対人関係です。知

り合いの少ない中学校に通うのは私にとってすごく大変なことで、そのことで悩んでしまう時期もありま

した。しかし、今では仲の良い友達もできて、楽しい学校生活を送ることができています。 

このことで私が学んだことは、自分に合った人を見つけることです。今までの私だったら仲良くできな

い人がいれば、自分が間違っているのかと不安になってしまいましたが、そんな必要はなくて、合う人と

そうでない人がいることを受け入れることが大切だと今では考えています。 

部活動でも、学んだことは多くありました。スポーツをしている人にはよくわかると思いますが、実力

だけでなくメンタル力も求められています。１年生の時の部活では、上手くいかないことがあるとストレ

スを強く感じていましたが、長く続けているうちにメンタルがだんだんと強くなっていき、そのことが学校

生活にもとても役立っていることを感じます。 

気持ちが変わればどんな１日を過ごすのかも変わってくるので、ラストの１年間は、対人関係を大切

にしていこうと考えています。 

「これから頑張りたいこと」                                       ９年２組 

４月から中学の最上級生になって、進路も考えなければならない時期になりました。そこで、私がこれ

から頑張りたいことは４つあります。 

最初は勉強するときと、遊ぶときのメリハリをつけることです。私が勉強していると、スマホの通知音が

鳴り、１時間ぐらいスマホを触ってしまうということが時々ありました。だから、スマホを別室に置いて見え

ないようにしたり、友達と一緒に勉強するなどして、また遊ぶときには勉強のことは考えずに、思いっきり

遊ぼうと思っています。 

次に、密度を上げて勉強することです。長時間あまり集中しないで勉強することが多かったので、塾な

どの自習スペースを活用して、短時間で集中して勉強することを、毎回勉強するときに心がけようと思っ

ています。 

最後に、学校行事を思いっきり楽しむことです。これからの中学校生活は、「最後の」とついてしまいま

す。そのため、すべての行事に手を抜かずに、一生懸命頑張り楽しみます。 

私は些細なことでも抱え込んでしまう癖があるので、家族や先生、友達などに相談してみることを心が

けようと思います。 

これから頑張りたいことを１年間で積極的に実践し、最後の中学校生活を充実させて、卒業した時に

「この学校に入学して良かった」と思えるような１年にしたいです。 

「９年生になって続ける・つなげる」                                ９年３組 

私は８年生の前期に保健委員になり、委員会活動がスタートしました。なんとなく何かの委員会に入っ

ておいた方がいいかなと思っていて、初めは軽い気持ちで始めました。保健委員は７、８年生の委員全員

がやるときはやる人ばかりで、特に９年生は８年生の私でも怖かったです。 

仕事を忘れてしまうことが多くて、もう諦めたい気持ちもたくさんありました。しかし、もう１人の委員と

協力して続けていくうちに、少しずつですが仕事に慣れていきました。仕事が習慣になると、他のいろいろ

なことに目を向けることができるようになりました。 

前までは仕事を忘れないことで精一杯でしたが、何事にも一生懸命な委員長の姿や、縦割りで積極

的にまとめてくれる９年生の姿を見ることができました。そのときに私は委員長という存在にあこがれを

抱きました。 

委員長は分からないことがあるとすぐに教えてくれて、後輩の意見を肯定して、さらに委員会のリーダ

ーとして引っ張り、御成門中の軸として私たちを支え続けてくれました。私もそんな存在になりたいと思い

ました。 

後期になり、私は委員長に立候補してリーダーとしての委員会活動を始めました。委員長にはなれた

ものの、いざやってみるととても難しく、今までの仕事に加えて保健委員のリーダーとして、中央委員とし

ての仕事も増えました。後期はまだ９年生もいて助けてくれる場面もありましたが、今、私が９年生になっ

て、本当のリーダーになりました。 

今まで先輩たちが続けてつなげてくれたこと、私が８年生から続けてきたことをつなげて、次の代にバ

トンタッチをしたいです。「継続は力なり」という言葉を信じて良いスタートダッシュを切りたいと思います。 

 

Vol.0４ 

R7.０4.２５ 


